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　青木加志子さん（下倉）が６月
18 日に満 100 歳の誕生日を迎え
られ、23 日に市から記念品が贈
られました。手先が器用で、洋裁
や編み物をよくしていたという青
木さん。長寿の秘訣は、何でもよ
く食べることだそうです。
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青木さん 100 歳おめでとう

　消防長から表彰状と記念品が贈られた、溝手真利子さんと岡麻
奈美さん（写真左から）

ミニフォト

　７月から１年８カ月間、JICA ボ
ランティアとしてマラウイ共和国
で勤務する平松祐衣さん（倉敷市）
が、出発の報告を行いました。英
語教諭として総社東中学校で３年
間勤務した平松さん。現地では子
どもに算数と理科を教えます。
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現地に根ざした教育を

住宅火災を連携して消火
総社市消防長表彰

　中央一丁目地内で発生した建物火災において、発見、
通報と初期消火を協力して行い、被害を最小限に食い
止めた功績をたたえ、６月 30 日、溝手真利子さん（中
央一丁目）と岡麻奈美さん（地頭片山）に、総社市消
防長表彰が授与されました。
　６月８日午後７時ごろ、隣接する住宅の物置から火
が出ているのを溝手さんが発見し通報。岡さんと共に
水道ホースで懸命な初期消火活動を行い、住宅の屋根
まで達していた火を鎮圧させました。

　総社西小学校の児童が６月 28
日、同校でファジアーノ岡山と交
流しました。児童はコーチと一緒
にボールを使って体を動かしなが
ら、声を掛け合う勇気や、相手を
思いやる気持ちの大切さについて
学んでいました。
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スポーツを通じ人権を考える

　216 点の応募のなかから選ばれ
たそうじゃ産米キャラ弁コンテス
ト入賞作品の表彰式が６月 28 日、
市役所で行われました。受賞者
20 人のうち、８人が出席。受賞
者には総社産米や特産商品のカレ
ーなどが贈られました。
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キャラ弁で総社の米を PR

　「そうじゃ小学校ライスカレー」の第５弾、秦小学校版が６月
30 日にお披露目されました。シリーズ初の鶏肉を具材に加えた
ことが最大の特徴で、みそとウスターソースが隠し味。パッケー
ジは、秦小学校区で生産が盛んなブドウをイメージしたカラー
リングになっています。
　問い合わせ　農林課地食べ係（☎� 8273）
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　くらしき作陽大学と作陽音楽短
期大学の学生によるコンサート
が、７月３日に市役所中庭で開催
されました。学生はフルートの三
重奏で 8 曲を披露。美しく澄んだ
音色に、観客は大きな拍手を送っ
ていました。
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澄んだ音色が響く

　昭和地区ふれあいスポーツ祭り
が６月 18 日、昭和小学校と昭和
幼稚園で開かれました。約 170
人の住民が参加し、分館対抗での
ディスコンやグラウンドゴルフ、
ペタンクなどで心地よい汗を流
し、地域の絆を深めていました。
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スポーツを通じて地域交流

　５月 28 日と 30 日にきびじつ
るの里で自然ふ化したタンチョウ
の命名式が７月８日、同所で行わ
れました。応募総数 732 件の中
から選ばれた名前は「レンゲ」と

「ウララ」。市の花と、温
う
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伝説を
モチーフにしています。

名前は「レンゲ」と「ウララ」

　“社会を明るくする運動” 総社市
推進大会が７月５日、総合福祉セ
ンターで開催され、優秀標語の表
彰のほか、障がい者などの入居支
援活動を行う阪井ひとみさんが講
演。参加者は誰もが明るく暮らせ
る社会について考えていました。
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社会を明るくする運動

　備中国分寺前の田んぼで、６月
24 日に赤米の田植えが行われまし
た。参加したのは親子連れら約 100
人。慣れないぬかるみに苦戦しなが
らも、丁寧に苗を植え付けていまし
た。稲が赤く色づく９月には、赤米
フェスタを開催予定です。
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親子で田植えを体験

　交通安全・地域安全七夕まつり
が７月４日、常盤幼稚園で行われ
ました。園児は交通安全に関する
願いを書いた短冊や夜光反射材を
ササに飾り付けた後、正しい道路
の歩き方や横断歩道の渡り方など
について学んでいました。
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交通安全の願いを込めて
　市内では新規企業の進出だけでなく、既存の企業の発展も続いて
います。６月から７月にかけ、事業拡大のため建設が進められてい
た建物が相次いでしゅん工しました。
　６月 19 日には地域の物流を担う岡山県貨物運送株式会社の新倉
庫が井尻野地内に、７月 12 日には電子部品製造（コンデンサ）を
手がける岡山指月株式会社の新工場が見延地内にしゅん工。
　また、市の助成事業も活用して新病棟がしゅん工した森下病院で
は、７月 10 日から新病棟での一般外来診療が始まりました。救急
告示病院として、地域の救急医療を担っています。

発展する総社の企業と医療
新倉庫、新病棟、新工場が続々にしゅん工

　岡山県貨物運送株式
会社の新倉庫（写真上）、
岡山指月株式会社の新
工場（写真中）、森下病
院の新病棟（写真下）
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